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決
算
審
査
意
見
書
で
地

方
自
治
法
の
規
定
に
触
れ
る
流

用
が
見
受
け
ら
れ
た
と
あ
る
が
、

流
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
経
緯
は
。

　
　
　
　
今
回
流
用
し
た
原
因

は
令
和
４
年
度
予
算
に
お
い
て

国
か
ら
の
指
示
に
よ
り
シ
ス
テ

ム
改
修
が
必
要
に
な
っ
た
も
の

で
、
本
来
な
ら
業
務
委
託
費
の

補
正
予
算
を
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
す
が
、
失
念
し
た

こ
と
に
よ
り
各
項
間
の
流
用
に

至
り
ま
し
た
。

令和５年第３回定例会は、９月26日に招
集され、会期を９月29日までの４日間と決
め、４名の議員による一般質問（10～13頁
に掲載）が行われました。
また、令和５年度一般会計及び特別会計の

補正予算等の議案６件、令和４年度各会計決
算認定７件、報告４件、意見書案５件の審議
が行われ、いずれも原案のとおり可決し、会
期を１日残して閉会しました。
なお、令和４年度各会計の決算認定につい

ては、議員全員（議長及び議選監査委員を除
く）で構成する「決算審査特別委員会を設置
し、委員長に谷口議員を互選し、これに付託
しました。

一般会計ほか６特別会計一般会計ほか６特別会計
決算認定 !決算認定 !  !!

定例会定例会第第33回回
令和５年令和５年

令和４年度

❖
総
務
課
関
係
❖

　
　
　

災
害
時
に
は
、
女
性
へ

の
気
配
り
や
女
性
目
線
の
意
見

も
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
知

内
町
防
災
会
議
の
中
に
女
性
委

員
は
い
る
か
。

　
　
　
　
　
知
内
町
防
災
会
議

委
員
に
は
各
団
体
の
長
が
構
成

員
と
な
っ
て
お
り
、
男
女
を
意

識
し
て
は
お
り
ま
せ
ん
。
構
成

員
の
中
に
町
内
会
連
合
会
長
が

所
属
し
て
お
り
、
各
地
区
の
意

見
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

町
長　
災
害
時
、
女
性
目
線
の

細
や
か
な
受
入
体
制
、
サ
ポ
ー

ト
を
強
化
す
る
こ
と
は
大
切
だ

と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
の
よ
う

な
人
を
そ
れ
ぞ
れ
の
避
難
場
所

に
配
置
で
き
る
よ
う
強
化
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

決
算
審
査
特
別
委
員

会
の
主
な
質
疑
答
弁

一
般
会
計
（
歳
出
）

質
疑

質
疑

総
務
係
長

町
長

副
町
長

　歳出予算の経費の金額は、各款の間又は各
項の間において相互にこれを流用することが
できない。ただし、歳出予算の各項の経費の
金額は、予算の執行上必要がある場合に限り、
予算の定めるところにより、これを流用する
ことができる。

地方自治法第220条第２項
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役
場
で
管
理
し
て
い
る

ド
ロ
ー
ン
は
ど
の
よ
う
に
活
用

を
し
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
現
在
は
操
縦
資
格

を
持
っ
て
い
る
職
員
が
４
名
い

ま
す
。
屋
根
の
損
傷
箇
所
の
確

認
や
、
定
期
的
な
訓
練
で
使
用

し
て
い
ま
す
。
観
光
面
で
の
活

用
で
は
、
よ
り
高
性
能
の
ド
ロ

ー
ン
を
活
用
し
、
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に
動

画
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

❖
政
策
調
整
課
関
係
❖

　
　
　
婚
活
イ
ベ
ン
ト
で
の
成

果
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

　
　
　
　
　
　
　
令
和
４
年
度

は
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
り

２
回
開
催
し
、
４
組
が
成
立
し

ま
し
た
。

❖
生
活
福
祉
課
関
係
❖

　
　
　
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
養
成

講
座
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
に
よ
り
中
止
し
て
い
た

が
、
今
後
開
催
す
る
予
定
は
あ

る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昨
年

ま
で
の
数
年
間
は
、
ス
タ
ッ
フ

の
人
事
異
動
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
で
実
施
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
今
年
度
３
ヵ

所
で
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

次
年
度
以
降
も
各
団
体
を
対
象

に
継
続
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

第３回定例会の概要

質
疑

総
務
係
長

質
疑

質
疑

政
策
調
整
課
長

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長

　
　
　
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
率
が
悪
い
要
因
は
。

　
　
　
　
　
　
　
接
種
率
が
悪

い
要
因
は
、
副
反
応
に
対
す
る

不
安
が
大
き
い
と
考
え
ま
す
。

不
安
を
解
消
す
る
た
め
に
、
国

か
ら
配
布
さ
れ
て
い
る
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
対
象
者
に
送
付
し
、

安
全
で
あ
る
こ
と
を
周
知
し
て

い
ま
す
。

❖
産
業
振
興
課
関
係
❖

　
　
　
外
国
人
技
能
実
習
生
等

受
入
助
成
事
業
の
支
援
額
を
増

額
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　
外
国
人
技
能
実
習
生
等

受
入
助
成
事
業
に
つ
い
て
は
、

内
部
で
協
議
し
て
お
り
、
次
年

度
に
向
け
て
事
業
を
拡
大
す
る

方
向
で
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
産
業
担
い
手
対
策
と
し

て
、
各
地
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
知
内
町
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
が
、

相
手
方
の
感
触
は
ど
う
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

感
触
と
し
て
は
好
感
触
と
感
じ

て
い
ま
す
。
知
内
町
の
担
い
手

受
入
体
制
が
整
っ
て
い
る
こ
と

が
周
知
さ
れ
、
北
海
道
農
業
公

社
へ
相
談
に
行
く
方
が
多
い
の

で
す
が
、
公
社
経
由
で
知
内
町

を
紹
介
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　
　
　
町
内
の
ハ
ン
タ
ー
は
人

数
が
少
な
く
、
高
齢
化
し
て
い

る
と
思
う
が
、
ハ
ン
タ
ー
の
人

数
を
増
や
す
た
め
、
ハ
ン
タ
ー

資
格
取
得
助
成
事
業
を
拡
大
す

る
考
え
は
あ
る
か
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
ハ
ン
タ
ー
資

格
取
得
助
成
事
業
は
狩
猟
免
許

関
係
が
全
額
、
猟
銃
に
つ
い
て

は
上
限
20
万
円
ま
で
の
補
助
と

な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
４
年
度

に
１
名
、
今
年
度
は
２
名
ハ
ン

役場で管理しているドローン

質
疑

質
疑

健
康
推
進
係
長

町
長

質
疑

産
業
担
い
手
対
策
推
進
係
長

就農フェア

質
疑

林
業
振
興
係
長
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タ
ー
資
格
を
取
得
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
狩
猟
免
許
関
係
は
全
額

補
助
し
て
い
ま
す
が
、
猟
銃
に

つ
い
て
は
本
人
に
猟
銃
を
持
つ

責
任
感
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で

頂
く
た
め
全
額
補
助
す
る
考
え

は
あ
り
ま
せ
ん
。

❖
教
育
委
員
会
関
係
❖

　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
備

品
は
規
格
変
更
等
に
よ
り
更
新

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が

あ
る
が
、
少
年
団
の
備
品
を
補

助
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
各
少
年

団
に
は
、
町
か
ら
と
ス
ポ
ー
ツ

協
会
か
ら
活
動
助
成
金
を
充
て

て
い
ま
す
。
助
成
金
を
備
品
購

入
に
充
て
て
い
る
団
体
も
あ
り

ま
す
が
、
要
望
が
あ
れ
ば
予
算

の
範
囲
内
で
対
応
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

❖
国
民
健
康
保
険
事
業

�

特
別
会
計
❖

　
　
　
国
保
会
計
に
積
み
立
て

た
基
金
の
使
い
道
は
考
え
て
い

る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
町
民
の
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、
令
和
４
年

度
に
条
例
改
正
を
行
い
、
令
和

５
年
度
の
税
率
を
引
き
下
げ
て

課
税
し
て
い
ま
す
の
で
、
全
体

で
は
毎
年
度
、�１
，０
０
０
万
円

前
後
基
金
か
ら
取
り
崩
し
運
営

し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
疑

質
疑

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
長

生
活
福
祉
課
長

町
長

　
令
和
５
年
９
月
26
・
27
日

　
令
和
４
年
度
一
般
会
計
及
び

特
別
会
計
等
の
７
議
案
に
つ
い

て
は
、
い
ず
れ
も
『
認
定
す
べ

き
』
と
決
定
し
た
。

　
令
和
４
年
度
各
会
計
決
算
審

査
特
別
委
員
会
に
よ
り
出
さ
れ

た
主
な
意
見
は
、
歳
入
に
つ
い

て
、
町
税
に
お
い
て
は
依
然
と

し
て
高
い
徴
収
率
を
維
持
し
て

お
り
、
渡
島
檜
山
地
方
税
滞
納

整
理
機
構
へ
の
派
遣
に
よ
る
ス

キ
ル
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
、
担

当
係
の
努
力
が
伺
え
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
な
お
、
町
税
を
除
い

た
住
宅
使
用
料
な
ど
の
収
入
未

済
額
が
約
１
，２
２
０
万
円
程
あ

る
こ
と
か
ら
、
知
内
町
債
権
の

管
理
に
関
す
る
条
例
が
整
備
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
適
時
債
権

管
理
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
歳
出
で
は
、
監
査
委
員
か
ら

の
審
査
意
見
で
も
述
べ
ら
れ
て

い
る
が
、歳
出
に
お
い
て
、地
方

自
治
法
第
２
２
０
条
第
２
項
の

規
定
に
抵
触
す
る
、
款
内
の
各

項
間
で
予
算
の
流
用
処
理
が
行

わ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
と
し

て
は
、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
係
る

住
民
記
録
シ
ス
テ
ム
業
務
」
に

伴
う
委
託
契
約
の
際
に
、
予
算

議
決
や
決
裁
行
為
を
経
ず
に
事

業
が
執
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。
今
後
は
二
度
と

こ
の
様
な
事
案
が
発
生
し
な
い

よ
う
、
公
印
の
使
用
に
係
る
事

務
改
善
を
行
う
と
と
も
に
、
事

業
及
び
予
算
の
執
行
状
況
等
に

つ
い
て
課
係
内
で
の
連
携
を
強

化
し
事
務
の
執
行
に
努
め
ら
れ

た
い
。

　
有
害
鳥
獣
害
対
策
に
つ
い
て
、

近
年
で
は
熊
や
鹿
等
の
農
業
被

害
が
多
発
し
て
い
る
が
、
知
内

町
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
員
は

兼
業
ハ
ン
タ
ー
が
殆
ど
で
あ
る

令
和
４
年
度
決
算
審
査

特
別
委
員
会
報
告
　
　

2
審
査
結
果

1
審
査
年
月
日

３
審
査
意
見

歳
入
に
つ
い
て

有
害
鳥
獣
害
対
策
に
つ
い
て

歳
出
に
つ
い
て

決算審査意見書の説明をする西内代表監査委員
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こ
と
か
ら
そ
の
活
動
可
能
な
時

間
に
制
限
が
あ
る
。
今
後
は
当

該
実
施
隊
員
の
増
員
や
新
人
教

育
を
行
う
な
ど
、住
民
が
安
心・

安
全
な
生
活
を
お
く
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
有
害
鳥
獣
対
策
事

業
の
展
開
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
水
産
業
分
野
に
お
い
て
は
、

資
源
培
養
管
理
型
漁
業
試
験
事

業
に
よ
り
函
館
水
産
試
験
場
の

協
力
を
得
て
、
ナ
マ
コ
の
産
卵

及
び
生
育
調
査
に
つ
い
て
行
わ

れ
て
い
る
。
調
査
結
果
と
し
て

は
産
卵
時
期
が
判
明
し
、
産
卵

後
の
生
育
に
つ
い
て
も
確
認
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は

上
磯
郡
漁
業
協
同
組
合
と
協

議
・
検
討
を
行
い
漁
業
者
の
安

定
収
入
に
繋
が
る
事
業
と
な
る

様
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま

た
、
循
環
型
漁
業
推
進
事
業
に

よ
り
カ
キ
殻
等
の
再
利
用
に
係

る
調
査
に
つ
い
て
は
、
土
壌
改

良
剤
や
養
鶏
飼
料
と
し
て
の
利

用
が
可
能
と
の
結
果
が
出
て
い

る
。
今
後
は
、
需
要
と
供
給
の

バ
ラ
ン
ス
調
査
や
生
産
事
業
者

の
検
討
、
更
に
は
他
の
自
治
体

等
と
の
連
携
な
ど
に
つ
い
て
の

検
討
を
行
い
、
永
年
の
課
題
解

決
に
向
け
て
期
待
す
る
も
の
で

あ
る
。

　
水
道
事
業
会
計
に
つ
い
て
は
、

単
年
度
収
支
で
は
赤
字
と
な
っ

て
い
る
。
今
後
は
、
各
施
設
の

老
朽
化
も
進
ん
で
お
り
、
そ
の

更
新
等
に
よ
り
今
後
は
益
々
経

費
が
増
加
す
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、よ
り
効
率
的
な

運
営
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
今
後
も
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
維

持
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
物

価
高
騰
等
で
疲
弊
す
る
地
域
社

会
へ
の
支
援
・
対
策
等
も
十
分

に
検
討
さ
れ
、
更
に
は
健
全
な

財
務
運
営
を
推
進
す
る
た
め
、

将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
行

財
政
基
盤
の
構
築
に
努
め
て
い

た
だ
き
た
い
。

　
な
お
、
審
査
の
過
程
で
述
べ

ら
れ
た
各
委
員
の
質
疑
な
ど
の

意
見
・
要
望
を
参
酌
し
、
今
後

の
町
政
の
執
行
に
際
し
、
十
分

反
映
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
も

の
で
あ
る
。

効
率
的
な
運
営
を

永
年
の
課
題
解
決
に
向
け
て
期
待

　
　

　
　
　
　
　
（
山
田
議
員
）

　
総
務
費
の
シ
ス
テ
ム
改
修
の

件
は
予
算
計
上
し
て
な
く
、
議

会
を
通
し
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ

は
議
会
無
視
で
あ
り
、
そ
の
後

の
予
算
流
用
も
地
方
自
治
法
に

触
れ
て
い
る
た
め
反
対
す
る
。

反
対
討
論

討
論

令和４年度各会計決算認定採決結果

会計区分
採決 成

澤
　
五
郎

笠
松
　
悦
子

城
地
　
秀
樹

山
田
　
顕
人

吉
田
　
峰
一

五
十
嵐
捷
爾

木
村
　
　
一

○
賛成

×
反対

一般会計 4 3 × × ○ × ○ ○ ○
国民健康保険事業特別会計 7 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
後期高齢者医療特別会計 7 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
介護保険特別会計 7 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
公共下水道事業特別会計 7 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
農業集落排水施設整備事業特別会計 7 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
水道事業会計 7 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
※各会計の採決に、伊藤政博議長・松井盛泰議選監査委員・谷口康之委員長は加わらない

傍聴のご案内傍聴のご案内傍聴のご案内傍聴のご案内傍聴のご案内 知内町議会本会議は以下の手順で
傍聴をすることができます！

1 議場入口で受付
議場入口で受付票に必
要事項を記入して受付
箱に投函します。

2 3傍聴席へ 議会が始まったらお静かに
議場後ろ側入口から入
り、議員席後ろで傍聴
します。

議会中は私語を慎み拍手等
はしないように。飲食や携
帯電話の使用はできません。

第３回定例会の概要


